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渡航計画の概要 Outline of the travel plan 

UTe2 は、非常に大きい超伝導上部臨界磁場を示すことや強磁性超伝導体と類似した性質を
示すことなどから、スピン三重項超伝導体の候補物質として実験・理論の両面から精力的に研
究が進められている[1]。申請者も超伝導相のスピン状態について調べるために、核磁気共鳴
(NMR)測定を行ってきた[2,3]。UTe2 が 15 T以上の高磁場で示す高磁場超伝導相について調
べるため、研究室所有の 16 T マグネットや東北大学金属材料研究所の 25 Tマグネットを用い
た測定を行ってきたが、それ以上の磁場下で測定するためには海外の高磁場施設の利用が必要
である。本渡航では、フランス国立強磁場研究所(LNCMI)の 36 Tマグネットを用いてNMR測
定を行った。 
[1] D. Aoki et al., J. Phys.: Condens. Matter 34, 243002 (2022). 
[2] H. Matsumura et al., J. Phys. Soc. Jpn. 92, 063701 (2023). 
[3] H. Matsumura et al., Phys. Rev. B 111, 174526 (2025). 

 
成果 Outcome 

LNCMIの 36 Tマグネットを用いて 15.3 T、27 T、30 Tの磁場でNMRスペクトルを得た。
試料はCEAのKnebel氏のグループによって合成されたものを用いた。15.3 Tの結果は、京都大
学や東北大学で得られている既存の結果と非常によく一致した。異なる施設、異なる試料を用
いた測定で系統的な結果が得られたことは、これまでの測定の正当性を示す強力な成果である。
さらに、30 Tではスピン磁化率の温度依存性を詳細に測定し、高磁場超伝導相のスピン状態を
議論する上で重要なデータを得た。得られた結果の詳細な解析は現在進行中であり、論文投稿
を予定しているため定量的な結果の記載は控えるが、今後の研究に重要な指針を与えるもので
ある。 
また、LNCMIで使用されているNMR測定装置や制御ソフトウェアは研究所内で独自に開発
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されたものであり、装置を利用する中で高磁場環境下での測定技術や運用ノウハウを学ぶこと
ができた。 
加えて、滞在中にUTe2 を研究するフランスの博士課程学生と面会する機会があり、お互い

の結果を提示して議論を行った。現地研究者や同分野の若手研究者との直接的な意見交換は、
結果の解釈や今後の解析方針に非常に有益であった。 

 
今後の展望 Prospects for the future 

今回得られた 30 Tでのスピン磁化率の温度依存性は、UTe2の超伝導研究に対して強いイン
パクトを与えるものであり、今後さらに詳細な解析を行い、早期に論文として報告したい。特
に、申請者が現在進めている圧力下でのNMR測定結果と今回の高磁場データを比較すること
で、UTe2の超伝導の起源について明らかにしたい。 
また、今回のLNCMI滞在で得た人脈を基盤として、国際的な共同研究を行えるような研究

者を目指していきたい。 


